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試験報告 

昭和 38 年度鶏産卵能力集合検定結果の概要 
岡山県養鶏試験場 

 

 岡山県が鶏産卵能力検定事業を開始したのは、昭

和９年のことである。以後毎年実施され、この検定

結果は、鶏の育種改良の指針として、また養鶏農家

がひなを購入する際の資料として、大いに活用、利

用されてきた。 

 この事業が今日まで、本県養鶏界において果した

役割りはまことに大きく、とくに種鶏家の育種改良

意慾の高揚に力があったように思われる。 

 

１、出品者及び検定件数 

検定出品は種鶏業者に限られる。検定件数は、単

冠白色レグホーン種 14件、横斑プリマウスロック種

１件、ニューハンプシャー種１件、計 16件。 

 

 

 

２、検定方法 

（１）検定鶏の選び方 

 各種鶏家が育種改良し、育成した若雌群の中から、

検定依頼者が、１件について 10羽を選抜する。 

（２）検定事項 

 産卵個数及び産卵重量について、毎日測定記録す

る。 

（３）検定鶏の飼養管理 

 検定場に搬入された出品鶏は、運動場付きの平飼

鶏舎に 10羽づつ収容され、同一条件下において、熟

練した管理者によるゆきとどいた管理がなされる。 

 給与飼料は当場配合のものを用い、その能力が充
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分発揮できるよう考慮している。 

（４）検定期間 

 昭和38年 11月１日から 39年 10月 15日までの 350

日間 

 

３、検定の結果 

 群別の成績は第１表、個体別の成績は第２表及び

第４表に示すとおりである。 

 数字は 350 日間の合計であり、不合格卵とは、軟

卵・小卵（45グラム未満）・二重卵・奇型卵・および

産卵鶏不明の巣外卵を指す。 

（１）産卵個数 

 先ず群の成績をみると、第１位は石田健氏出品の

鶏群で、3,050 個、（農林大臣賞受賞、知事賞受賞）、

第２位は阿部要氏出品の鶏で 3,017 個（農林部長賞

受賞）、第３位は吉田稔氏出品の群で 2,951個（農林

部長賞受賞）の順であった。（群の成績の審査は 10

羽揃って終了した群について行う） 

 次は個体別の成績をみると、350日間無休産鶏は大

橋寿志氏出品の 63－16 号、林住雄氏出品の 63－33

号、及び津山種鶏農協出品の 63－120 号の３羽（い

づれも農林部長賞受賞）である。 

 

（２）産卵重量 

 群の成績で最も優れているのは、石田健氏出品鶏

群の 168キロ 975・５グラム、ついで阿部要氏出品群

の 168キロ 935グラムであった。 

 個体別にみると、19キロ以上が６羽 18キロ以上が

18 羽であった。最も重量が大きかったのは津山種鶏

農協出品の 63－119号が 19キロ 753グラム（農林部

長賞受賞）、ついで赤木文吉氏出品の 63－48号が 19

キロ 665グラム、大橋寿志氏出品の 63－16号（無休

産鶏）が 19キロ 507グラムの順であった。 

（３）産卵率 

 種類別に産卵率を比較すると第３表のとおりであ

る。 

 白色レグホン種は４月の

94・３パーセントをピークに、

漸次低下し年間産卵率は

84・５パーセントであった。 

 これに対し、横斑プリマウ

スロック種は 11月－３月までは、白色レグホン種を

りょうがするが、４月から下降しはじめ、７月８月

には 54から 53パーセントに落ち、9月に再度上昇を

示した。またニューハンプシャー種は 5 月から急激

に低下し、8月は 44.5パーセントで、著しく悪い。 

（４）生存率 

 種類別の生存率は白色レグホン種 92・１パーセン

ト、横斑プリマウスロック種及びニューハンプシャ

ー種は 100 パーセントであった。白色レグホン種の

斃死鶏 11羽について、病類別に内訳すると、内臓型

淋巴腫症４羽、腫瘍２羽、肝臓疾患２羽、生殖器病

３羽であった。 
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４、過去の成績との比較 

 昭和38年度の検定結果を過去の成績と比較すると、

第５表及び第１図のとおりである。 

 先ず、白色レグホン種では生存率が 35年度と同率

で最もよく、産卵率でもいづれの年よりもすぐれて

いる。横斑プリマウスロック種は、37 年度の産卵率

83・９％には及ばず、平年なみである。ニューハン

プシャー種は、生存率においては、36 年度以来 100

パーセントであり、産卵率は例年にくらべて、著し

く不良であった。 

（岡山県養鶏試験場古市技師） 

 

 


